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第1P，両チームハーフコートマンツーマンでのスタート。正智は⑧恋河内の3pで先制するが,京北も⑤新川の鋭いドライブで入れ返す。その後
も正智⑧恋河内，⑨亀山の3ｐで得点を重ねる。一方,京北はパスミスが目立つものの⑦吉川が倒されながらもシュートを決めるなど,得点を重
ね,一進一退の攻防が続き，25-24正智リードで終える。
第2P，お互いスピード感あふれるプレイが続く。正智⑧恋河内がジャンプシュートを皮切りに4連続ゴールすれば，京北も④澁田，⑥石原のバ
スケットカウントで追いつく。正智はディフェンスを2－3ゾーンに変えたが，京北⑥石原のアシストが冴えわたり，精度の高いシュートを引き出し
逆転に成功，39－42で京北がリードで前半終了。
第3P，京北が3連続ゴールで39－49と引き離しにかかる。たまらず正智タイムアウトをとるが，京北のたたみかけるようなディフェンスの前に正
智は攻め手を欠く。第3Ｐ開始から続いた猛攻は16得点連続となったところで後半2回目のタイムアウト。冷静さを取り戻した正智は，⑨亀山の
連続3ｐ，⑥波多，⑬青木のシュートで巻き返しを図る。55－76で京北リードのまま第4Ｐへ。
第4P，あとのない正智はディフェンスをオールコートマンツーマンプレスに変え，積極的に点差を縮めようとする。しかし，京北はプレスをいとも
簡単に破り，ゴールを量産する。正智⑤石井，⑧恋河内のミドルシュートで応戦するもなかなか点差は縮まらない。京北が80－104で勝利をお
さめ，2回戦へ進出を決めた。
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